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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
─
─
谷
文
晁
写
本
の
展
開

吉
田
典
代

は
じ
め
に

　
今
回
と
り
あ
げ
る
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
は
、
真
如
苑
真
澄
寺
の
所
蔵
品
を
展
示
す
る
半
蔵
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
所
蔵
品
調
査
の
過
程

で
発
見
さ
れ
た
作
品
（
以
下
、
真
澄
寺
本
と
称
す
る
）
で
あ
る
。
序
文
や
跋
文
か
ら
、
谷
文
晁
の
写
本
を
転
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

真
澄
寺
本
自
体
は
明
治
後
半
以
降
の
写
し
で
、
既
に
数
回
の
転
写
を
経
て
い
る
た
め
、
文
字
や
形
態
に
写
し
崩
れ
が
生
じ
て
い
る
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
後
期
に
谷
文
晁
が
筆
写
し
た
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
の
原
本
が
、
複
数
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
ず
日
本
に
伝
来
し
た
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
や
、
日
本
で
の
写
本
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
い
で
真
澄
寺
本
の
序
文
と
跋
文
を
翻
刻

し
、
転
写
の
過
程
を
た
ど
る
。
さ
ら
に
各
星
神
の
図
様
と
、
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
詞
書
に
関
し
て
も
、
い
さ
さ
か
の
考
察
を
試
み
た
い
。
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二

一
　
五
星
二
十
八
宿
神
形
図

　
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
は
、
中
国
天
文
学
で
重
視
さ
れ
た
五
惑
星
、
す
な
わ
ち
熒
惑
星
（
火
星
）・
辰
星
（
水
星
）・
歳
星
（
木
星
）・

太
白
星
（
金
星
）・
鎮
星
（
土
星
）
と
、
二
十
八
の
星
宿
（
星
座
）
を
神
格
化
し
て
描
い
た
巻
子
で
あ
る
。
二
十
八
宿
は
、
イ
ン
ド
に
お

い
て
は
月
の
軌
道
付
近
に
あ
る
二
十
八
（
な
い
し
二
十
七
）
の
星
座
が
選
ば
れ
、
惑
星
の
位
置
を
示
す
座
標
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
一
方

中
国
の
二
十
八
宿
は
、
天
の
赤
道
付
近
の
星
座
が
選
ば
れ
た
と
い
う（

（
（

。

　
記
録
の
上
で
は
、
北
宋
の
皇
帝
徽
宗
の
宣
和
内
府
が
所
蔵
し
て
い
た
絵
画
リ
ス
ト
『
宣
和
画
譜
』
に
、
梁
代
張
僧
繇
の
作
と
し
て
「
五

星
二
十
八
宿
真
形
図
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、
中
国
で
は
南
北
朝
時
代
こ
ろ
か
ら
描
か
れ
始
め
た
主
題
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
張
僧
繇
の
他
に
も
、
唐
代
の
呉
道
子
や
閻
立
本
な
ど
を
作
者
と
す
る
同
名
の
作
品
の
存
在
が
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
写
本
、
な
い
し
著
名
な
画
家
に
仮
託
さ
れ
た
作
品
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　
現
存
す
る
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
と
し
て
は
、
大
阪
市
立
美
術
館
の
所
蔵
品
が
著
名
で
あ
る
（
以
下
、
大
美
本
と
称
す
る
）。「
南
朝
梁

張
僧
繇
五
星
二
十
八
宿
神
形
圖
眞
蹟
巻
」
の
題
簽
が
あ
り
、
前
隔
綾
に
記
さ
れ
た
文
中
に
、
唐
の
梁
令
瓚
の
名
が
見
出
さ
れ
る
。
絵
は
南

北
朝
時
代
を
思
わ
せ
る
古
い
要
素
を
留
め
て
お
り
、
古
い
作
品
を
唐
代
こ
ろ
に
写
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
末
尾
に
は
明
代
後
期
の
文

人
画
家
で
あ
る
董
其
昌
と
陳
継
儒
の
跋
文
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
作
者
と
し
て
呉
道
子
や
閻
立
本
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の

巻
子
は
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。

　
一
方
、
既
に
江
戸
時
代
後
期
に
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
が
日
本
へ
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
数
点
の
写
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
小
泉
斐
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
、
水
戸
藩
主
・
徳
川
治
保
の
命
に
よ
り
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
を
描
い
た
。
小
泉
斐
（
檀
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三

山
）
は
下
野
国
那
須
で
活
躍
し
た
画
家
・
神
職
で
あ
る
。
こ
の
時
、
斐
が
制
作
し
た
本
絵
の
た
め
の
稿
本
を
、
弟
子
の
島
崎
玉
淵
が
文
政

五
年
（
一
八
二
二
）
に
写
し
て
い
る
。
星
神
の
図
や
詞
書
の
み
な
ら
ず
斐
の
識
語
も
写
し
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
原
本
は
明
の

九
英
（
明
代
中
期
の
画
家
仇
英
か
）
の
作
で（

（
（

、
江
戸
の
豪
商
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
玉
淵
の
写
本
は
、
滋
賀
県
立
近
代
美

術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
な
お
後
掲
し
た
参
考
文
献
1
に
よ
れ
ば
、
斐
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
と
し
て
「
天
明
甲
辰
二
月

　
小
泉

斐
」
の
奥
書
を
有
す
る
一
本
が
存
在
し
た
ら
し
い
が
、
現
在
は
所
在
が
わ
か
ら
な
い
。
甲
辰
す
な
わ
ち
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
時
に
斐

は
ま
だ
十
五
歳
で
、
か
つ
小
泉
姓
を
名
乗
っ
て
お
ら
ず
、
不
審
で
あ
る
。

　
谷
文
晁
も
斐
の
作
品
を
模
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
足
利
藩
の
絵
師
・
田
崎
草
雲
が
入
手
し
、
弟
子
の
小
室
翠
雲
に
受
け
継
が
れ
た
。

現
在
は
栃
木
県
立
博
物
館
の
蔵
品
で
あ
る
（
以
下
、
栃
木
県
博
本
と
称
す
る
）。
流
暢
な
墨
線
で
形
を
写
し
取
り
、
部
分
的
に
彩
色
を
施

し
、
詳
細
な
色
注
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
末
尾
に
「
右
五
星
廿
八
宿
真
形
圖
以
下
野
那
須
八
幡
神
司
／
小
泉
甲
斐
守
謄
本
轉

之
旹
寛
政

八
年
三
月
十
日
／
文
晁
記
」
の
奥
書
が
あ
る（

（
（

。
こ
の
「
小
泉
甲
斐
守
謄
本
」
に
相
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
作
品
は
、
一
つ
に
は
天
明
四
年

の
奥
書
を
有
す
る
一
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
寛
政
八
年
時
の
稿
本
を
指
す
と
い
う
説
も
あ
る
。
そ
れ
は
玉
淵
の
写
本
が
栃
木
県
博

本
と
同
様
に
、
色
注
を
書
き
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

　
さ
て
、
大
美
本
と
栃
木
県
博
本
は
図
様
や
詞
書
が
お
お
む
ね
共
通
す
る
が
、
一
部
に
は
相
違
も
認
め
ら
れ
る
。
真
澄
寺
本
は
後
述
す
る

よ
う
に
谷
文
晁
の
写
本
を
転
写
し
た
も
の
で
、
図
様
や
詞
書
は
栃
木
県
博
本
に
近
い
。
た
だ
、
祖
本
が
小
泉
斐
の
作
品
で
は
な
い
点
が
問

題
と
な
る
。
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二
　
序
文
と
跋
文

　
真
澄
寺
本
は
縦
二
六
㎝
、
長
さ
一
三
一
七
・
三
㎝
の
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
一
紙
の
中
に
一
人
の
星
神
の
詞
書
と
図
が
納
ま
る

よ
う
に
調
整
し
て
い
る
た
め
、
一
紙
の
長
さ
は
一
定
し
て
い
な
い
。
題
簽
に
「
五
星
及
廿
八
宿
神
形
圖

　
閻
立
本
」
と
あ
り
、
内
題
は
篆

書
体
で
「
五
星
廿
八
宿
神
形
圖

　
鹿
山
居
士
手
模
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
に
は
神
林
複
所
の
序
文
が
記
さ
れ
、
そ
の
後
、
五
星
二
十
八
宿
神
の
詞
書
と
図
を
連
ね
る
。
末
尾
に
谷
文
晁
の
写
本
を
筆
写
し
た

倉
谷
鹿
山
に
よ
る
跋
文
（
跋
文
1
）
と
、
明
治
時
代
に
鹿
山
の
写
本
を
所
持
し
て
い
た
大
須
賀
筠
軒
（
い
ん
け
ん
）
の
跋
文
（
跋
文
2
）

が
加
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
文
章
が
作
ら
れ
た
順
は
、
鹿
山
の
跋
文
1
、
復
所
の
序
文
、
筠
軒
の
跋
文
2
で
あ
る
た
め
、
こ
の
順
で

取
り
上
げ
る
。
便
宜
上
、
句
読
点
と
傍
線
を
施
し
た
。
意
味
の
と
り
に
く
い
箇
所
も
あ
る
が
、
一
案
と
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

⑴
　
倉
谷
鹿
山
の
跋
文
（
跋
文
1
）

「
①

丁
丑
之
夏
、

②
羅
漢
山
人

③
藤
豹
携
此
巻
来
、
示

④
余
／
云
。
此
唐

⑤
右
相
閻
立
本
所
畫
原
本
真
跡
。
則
尾
藩
／
秘
庫
中
之
物
。
江
戸

⑥
冩
山
楼
主
人
冩
得
之
。
今
雖
／
經
傳
模
、
而
其
骨
法
之
精
、
冩
形
之
奇
、
氣
韻
之
／
動
、
傳
彩
之
帖
、
以
足
於
観
鑑
。
千
古
名
人
之
意

匠
／
者
也
。
且
其
篆
法
勁
、
正
有

⑦
繹
山
古
韻
之
趣
、
皆
後
／
世
難
見
者
。
但
不
能
見
夫

⑧
秦
府
十
八
文
雅
之
面
、
／
而
見
此
快
異
之
姿
。

不
載
儒
正
典
格
之
文
、
而
見
此
／
諧
誕
幻
惑
之
言
乎
。
今
也
世
降
學
衰
藝
文
書
／
畫
随
時
湮
落
。
雖
欲
説
古
人

⑨
六
法
之
精

⑩
三
品
／
之

位
詳
、
夫
佛
道
人
物
士
女
牛
馬
、
今
不
及
古
之
論
。
而
／
空
譚
以
何
徴
之
。
其
偶
存
者
中
土
之
地
而
尚
且
稀
。
／
况
海
隅
邊
辟
乎
。
若
擇

之
、
則
無
復
取
也
。
余
故
敎
／
授
之
間
、
聊
刮
筆
以
傳
冩
。
然
用
筆
之
渋
、
傳
染
之
拙
、
／
不
足
示
人
以
取
信
也
。
則
秘
語
帳
中
不
肯
出
。
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五

偶
余
暇
／
有
閲
以
美
其
意
、
亦
太
平
之
一
閑
事
也
。
／

⑪
鹿
山
陳
人
彊

　
識
」

①
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
相
当
。

②
蒲
生
羅
漢
（
一
七
八
四
～
一
八
六
六
）。
天
明
四
年
、
白
河
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
藤
田
豹
（
豹
之
助
）。
谷
文
晁
の
門
人
で
あ
る
が
、

江
戸
で
学
ん
だ
と
い
う
説
と
、
文
晁
が
白
河
に
来
た
時
に
師
事
し
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
白
河
の
羅
漢
山
に
居
住
し
た
こ
と
か
ら
、
羅
漢

山
人
と
名
乗
る
。
白
河
藩
主
・
松
平
定
信
の
命
に
よ
り
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
文
晁
の
養
子
・
文
一
ら
と
と
も
に
石
山
寺
に
遣
わ
さ

れ
、
石
山
寺
縁
起
を
模
写
し
た
。
文
化
十
四
年
時
は
三
十
四
歳
。
慶
応
二
年
に
八
十
三
歳
で
没
し
た（

（
（

。

③
文
字
は
「
滕
」
で
あ
る
が
「
藤
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

④
・
⑪
倉
谷
鹿
山
。
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
～
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）。
三
春
藩
の
儒
学
者
・
文
人
画
家
。
鹿
山
の
伝
記
は
数
種
類

存
在
す
る
が（

（1
（

、
い
ず
れ
も
多
少
の
相
違
が
あ
る
。
名
は
強
、
字
は
子
勉
、
通
称
は
又
八
、
鹿
山
と
号
し
た
。
参
考
文
献
10
の
『
書
畫
月

報
』
所
載
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
江
戸
で
林
大
学
頭
に
師
事
し
、
長
崎
で
清
国
人
に
書
画
を
学
ん
だ
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
三
十
八
歳

で
三
春
藩
講
所
の
教
授
と
な
り
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
十
二
歳
で
初
代
学
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
の
巻
子
を
模
写
し
た
時
は
五

十
九
歳
。
天
保
四
年
に
七
十
五
歳
で
没
し
た
。『
田
村
郡
郷
土
史
』
に
よ
れ
ば
、
鹿
山
は
谷
文
晁
に
面
会
し
、
自
作
の
山
水
画
の
批
評
を

求
め
た
。
文
晁
は
佳
作
と
評
し
つ
つ
、
少
し
足
ら
な
い
所
が
あ
る
と
言
っ
て
、
自
ら
描
い
た
山
水
図
を
与
え
た
。
鹿
山
は
喜
び
、
二
つ
の

作
品
を
並
べ
て
賞
玩
し
た
と
い
う
。

⑤
唐
代
七
世
紀
の
官
僚
・
画
家
。
司
平
大
常
伯
右
相
に
任
じ
ら
れ
た
。
人
物
画
を
得
意
と
し
た
。

⑥
谷
文
晁
（
一
七
六
三
～
一
八
四
〇
）。
江
戸
時
代
後
期
に
関
東
画
壇
で
重
き
を
な
し
た
画
家
。
写
山
楼
と
号
し
た
。
寛
政
四
年
（
一
七

九
二
）
松
平
定
信
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
定
信
に
従
っ
て
白
河
に
赴
き
翌
年
ま
で
滞
在
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
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八
）
に
も
再
度
白
河
を
訪
れ
て
い
る
。

⑦
魯
の
繹
山
に
は
秦
の
始
皇
帝
が
東
行
し
た
際
に
建
立
し
た
碑
が
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
焼
失
し
た
。

⑧
秦
王
・
李
世
民
（
唐
の
太
宗
）
が
開
い
た
秦
王
府
文
学
館
の
、
十
八
人
の
学
士
。『
宣
和
画
譜
』
に
よ
れ
ば
、
閻
立
本
が
彼
ら
の
肖
像

を
描
い
て
い
る
。
こ
の
一
節
を
含
む
一
文
は
、
そ
の
肖
像
画
は
も
は
や
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
閻
立
本
が
怪
異
を
描
い
た
図
は
写
本

な
が
ら
こ
う
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

⑨
中
国
で
成
立
し
た
絵
画
の
重
要
な
六
項
目
。
気
韻
生
動
、
骨
法
用
筆
、
応
物
象
形
、
随
類
賦
彩
、
経
営
位
置
、
伝
模
移
写
。

⑩
中
国
で
成
立
し
た
書
画
の
評
価
基
準
。
神
品
、
妙
品
、
能
品
。

⑵
　
神
林
復
所
の
序
文

「
叙
／
五
星
二
十
八
宿
神
形
圖
。
三
春
鹿
山
氏
所
／
模
冩
。
而
吾
磐
城
中
平
窪
邑

①
常
勝
院
主
／
快
嚴
所
贈

②
余
也
。
今
因
鹿
山
氏
跋
語
。

則
／
鹿
山
氏
得
之
于
羅
漢
山
人
。
羅
漢
山
人
得
之
／
于
冩
山
楼
主
人
。
冩
山
楼
主
人
得
唐
右
丞
／
相
閻
立
本
所
畫
原
本
所
模
冩
。
而
原
本

／
今
藏
在
于
尾
張
亜
相
公
秘
庫
中
云
。
如
此
／
則
既
經
三
冩
者
也
。
神
彩
気
韻
讒
見
／
其
彷
彿
而
己
。
况
又
鬼
怪
神
僻
虫
屬
無
／
用
之
贅

物
然
無
之
所
希
見
也
。
仍
聊
叙
／
其
由
以
蔵
之
云
。
／

③
天
保
八
年
丁
酉
十
一
月
望
／

④
神
林
弼

　
識
」

①
い
わ
き
市
平
の
中
平
窪
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
。
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。

②
・
④
神
林
復
所
（
一
七
九
五
～
一
八
八
〇
）。
磐
城
平
藩
の
儒
学
者
。
名
は
良
弼
、
字
は
伯
輔
、
通
称
清
助
、
復
所
と
号
す
る
。
江
戸

の
佐
藤
一
斎
に
師
事
し
、
朱
子
学
を
学
び
、
帰
郷
後
は
藩
校
施
政
堂
の
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
。
明
治
十
三
年
に
八
十
六
歳
で
没
す
る
ま
で

の
間
、
三
百
点
あ
ま
り
の
多
岐
に
わ
た
る
著
作
を
残
し
た
。
な
お
復
所
の
長
男
は
夭
折
し
、
二
男
は
神
林
惺
齋
と
号
す
る
儒
学
者
で
、
施
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七

政
堂
の
教
授
を
務
め
て
い
る
。
三
男
が
後
述
す
る
大
須
賀
筠
軒
で
あ
る
。
復
所
・
惺
齋
・
筠
軒
ら
は
「
磐
城
教
学
の
大
儒
林
」
と
称
え
ら

れ
た
と
い
う（

（1
（

。

③
一
八
三
七
年

⑶
　
大
須
賀
筠
軒
に
よ
る
跋
文
（
跋
文
2
）

「
①

余
家
蔵
鹿
山
所

②
募
五
星
廿
八
宿
神
／
形
図
一
巻
。

③
松
原
君
一
見
大
悦

所
／
一
本
。
余
家
於
鹿
山
隣
郷
、

④
曾
操
逸
／
事
。
前
之

傳
因
録
於
此
以
代
跋
。

　
倉
君
鹿
山
、
名
彊
、
字
子
勉
、
通
称
又
八
。
鹿
山
／
其
號
。
父
称
軍
七
、
母
山
口
氏
。
家
世
服
農
。
至
／
鹿
山
以
文
學
起
。
性
豪
放
嗜

酒
善
書
／
畫
。
二
本
松
藩
醫
宇
田
玄
微
神
交
有
／
年
。
一
日
訪
之
。
鹿
山
迎
入
一
揖
而
起
。
待
久
之
／
提
一
壺
酒
歸
曰
、
名
士
相
遇
不
可

無
酒
。
／
且
酌
且
談
。
進
油
煎
蔬
菜
。
玄
微
怪
其
／
無
味
曰
、
僕
學
費
于
本
草
、
不
知
是
何
／
草
。
鹿
山
笑
曰
、
貧
厨
久
絶
魚
菜
。
凡
草

葉
／
以
油
煎
則
無
毒
。
因
摘
雑
草
試
之
。
是
／
亦

⑤
苜
蓿
先
生
供
客
之
一
法
也
。

⑥
胡
盧
大
／
噱
。
玄
微
歸
語
人
曰
。
鹿
山
一
揖
而
起
、

典
物
／
換
酒
也
。
憾
余
不
齎
酒

⑦
訪
名
士
、
不
可
不
／
用
意
於
此
。
一
門
生
薄
暮
訪
鹿
山
。
室
内
暗
／
黒
、
時
聞
羶
臭
、
排
戸
而
入
。
鹿

山
曰
、
有
人
贈
／
豪
猪
、
既
尽
其
肉
猶
餘
一
頭
。
因
熾
炭
炙
／
之
。
問
何
不
點
燈
。
曰
獨
坐
慵
起
、
足
下
／
幸
持
燈
来
。
乃
點
燈
、
爐
灰

狼
藉
肉
／
焦
醦
翻
。
鹿
山
頽
然
、
其
間
云
。
一
権
貴
／
遣
奴
乞
書
鹿
山
。
一
揮
與
之
。
奴
復
来
曰
、
／
紙
幅
稍
大
不
合
屏
風
、
請
更
書
。

鹿
山
／
不
肯
。
権
貴
知
其
強
項
不
屈
、
厚
禮
懇
／
請
曰
。
得
先
生
一
字
亦
榮
矣
。
鹿
山
曰
、
向
既
／
書
十
二
紙
。
苟
崇
尚
我
書
、
盍
改
造

屏
／
風
。
今
逼
余
更
書
、
是
猶
因
韈
而
削
足
、
循
／
巾
而
鏟
頭
也
。
殆
語
倒
行
逆
施
者
。
遂
／
謝
絶
之
。
文
政
間
夷
舶
出
没
東
海
、
沿
海

／
侯
伯
傳
警
備
變
。
三
春
藩
亦
與
焉
。
鹿
／
山
一
貧
如
洗
。
不
儲
鎧
甲
。
急
遽
間
、
無
錢
／
不
購
。
會
川

⑧
俣
渡
邊
某
、
以
姻
親
故
来
寓
。

／
乃
出
金
周
急
。
鹿
山
酬
以
其
書
畫
。
某
／
至
今
珍
蔵
。

⑨
寛
政
八
年
藩
主
擢
補
／
學
職
、
累
進
任
学
長
。

⑩
在
職
殆
四
十
年
。
／

⑪
天
保
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八

四
年
十
一
月
十
三
日
卒
。
年
七
十
五
。
有
／
子
早
世
祀
絶

　
⑫

寛
政
以
下
十
六
字
改
鹿
山
在
学

　
論
曰
、
余
遊
川

⑬
俣
多
観
鹿
山
遺
蹟
。

⑭
蓋
／
初
學
狩
野
氏
、
後
出
入
諸
家
、
仍
奉

⑮
北
宗
。
／
及
晩
年
灑
然
脱
化
、
一
帰
宿
於

⑯
南
宗
、

／
至
其
合
作
。
直
上
古
人
之
堂
。
書
亦
遒
逸
／
瀟
灑
、
其
品
與
畫
伯
仲
。
嗚
呼
使
斯
人
／
生
在
中
原
、
與
諸
俊
傑

⑰
旗
皷
相
當
。
則
未
／

知
文
壇
之

⑱
鹿
落
誰
手
也
。
而
終
身

⑲
轗
軻
／
僻
在
一
隅
小
藩
。
其
名
堙
没
不
顕
。
其
為
／
不
幸
何
如
哉
。
余
深
為
鹿
山
惜
之
。
／
明
治

廿
年
四
月
中
浣
書

　
於
白
河
家
窓
／
磐
城

⑳
筠
軒
履

　
㉑

□
□
」

①
・
⑳
大
須
賀
筠
軒
（
一
八
四
一
～
一
九
一
二
）。
天
保
十
二
年
、
神
林
復
所
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る（

（1
（

。
名
は
履
（
ふ
み
）、
字
は
子
泰
、

号
は
筠
軒
・
鴎
渚
な
ど
。
江
戸
で
大
学
頭
林
復
斎
に
師
事
し
、
帰
郷
後
は
施
政
堂
の
頭
取
を
務
め
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
大
須
賀

家
の
婿
に
入
る
。
明
治
八
年
に
地
誌
編
集
掛
と
な
り
、
明
治
十
年
に
は
内
国
勧
業
博
覧
会
福
島
県
委
員
に
任
じ
ら
れ
て
、
出
品
物
を
事
前

調
査
し
解
説
書
を
作
成
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
が
『
磐
城
物
産
志
』
や
『
磐
城
史
料
』
の
著
作
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
芸

術
に
詳
し
く
、
自
ら
も
絵
を
描
い
た
。
明
治
十
九
年
に
平
の
旧
病
院
長
春
館
で
美
術
展
示
会
を
開
催
し
、
出
品
物
へ
の
批
評
を
『
美
術
満

評
』
と
し
て
上
梓（

（1
（

。
ま
た
作
家
の
伝
記
と
し
て
『
磐
城
技
芸
家
小
伝
』
を
ま
と
め
て
い
る（

（1
（

。

②
文
字
は
「
募
」
で
あ
る
が
、
文
意
か
ら
「

」
と
考
え
ら
れ
る
。

③
松
原
佐
久
。『
い
わ
き
市
史

　
第
六
巻

　
文
化
』
に
よ
れ
ば
、
平
の
裁
判
官
で
あ
る
と
い
う（

（1
（

。『
美
術
漫
評
』
で
は
、
住
吉
派
を
学
び
故

実
学
に
通
じ
て
お
り
、
今
回
の
展
覧
会
に
は
源
義
家
が
莫
越
関
（
勿
来
関
）
を
通
る
場
面
を
描
い
て
出
品
し
た
が
、
装
束
・
風
景
が
実
証

的
で
あ
る
、
と
高
評
価
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

④
『
書
画
月
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
筠
軒
に
よ
る
鹿
山
伝
の
文
言（

（1
（

は
、
真
澄
寺
本
の
伝
記
と
酷
似
し
て
い
る
。
雑
誌
の
発
行
は
明
治
四
十
四

年
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
書
き
お
い
た
文
章
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
、「
前
之
傳
」
と
は
そ
れ
を
指
す
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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⑤
う
ま
ご
や
し
。
鹿
山
が
自
分
を
草
に
た
と
え
た
。

⑥
胡
盧
は
口
を
覆
っ
て
笑
う
こ
と
。
噱
は
大
笑
い
す
る
こ
と
。『
孔
叢
子
』「
抗
志
」
に
お
け
る
「
胡
盧
大
笑
」
を
ふ
ま
え
た
文
言
か
。

⑦
文
字
は
「
詩
」
に
見
え
る
が
、
文
脈
か
ら
「
訪
」
と
す
る
。

⑧
・
⑬
文
字
は
「
脵
」
で
あ
る
が
、
地
名
な
の
で
「
俣
」
と
す
る
。

⑨
一
七
九
六
年

⑩
・
⑫
寛
政
以
下
の
十
六
字
目
、
す
な
わ
ち
⑩
「
在
職
」
を
「
鹿
山
在
学
」
に
改
め
る
。

⑪
一
八
三
三
年

⑭
文
字
は
「
盍
」
で
あ
る
が
、
文
意
か
ら
「
蓋
」
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
・
⑯
明
代
の
文
人
画
家
が
、
中
国
の
画
家
を
二
つ
の
系
統
に
分
け
る
た
め
生
み
出
し
た
用
語
で
、
北
宗
は
専
門
の
職
業
画
家
を
指
す
。

南
宗
は
文
人
（
知
識
人
）
の
余
技
的
な
絵
画
。

⑰
両
軍
の
力
が
匹
敵
す
る
こ
と
か
ら
転
じ
て
、
技
倆
を
比
べ
あ
う
こ
と
。

⑱
本
来
は
「
鹿
死
誰
手
（
鹿
、
誰
が
手
に
か
死
す
）」。
鹿
＝
天
下
が
誰
の
手
に
属
す
か
、
未
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
。
こ
の
一
節
は

『
晋
書
』
巻
一
〇
五
「
載
記
第
五

　
石
勒
下
」
の
「
遇
光
武
、
當
竝
驅
于
中
原
、
未
知
鹿
死
誰
手
。」
と
い
う
故
事
を
踏
ま
え
、
も
し
鹿
山

が
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た
な
ら
ば
、
諸
俊
傑
と
の
力
量
は
互
角
で
、
文
壇
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
意
。

⑲
ひ
と
の
不
幸
を
い
う
言
葉
。

㉑
こ
の
部
分
は
正
方
形
の
マ
ー
ク
が
縦
に
二
つ
描
か
れ
て
お
り
、
祖
本
に
押
捺
さ
れ
て
い
た
方
印
の
形
を
写
し
取
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
の
序
文
と
跋
文
か
ら
、
真
澄
寺
本
の
原
本
は
尾
張
徳
川
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
、
閻
立
本
筆
と
い
う
伝
承
の
あ
る
巻
子
で
あ
っ
た
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一
〇

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
栃
木
県
博
本
と
は
原
本
が
異
な
る
上
、
後
述
す
る
よ
う
に
五
星
の
順
序
や
詞
書
の
語
句
の
一
部
に
差
異
が
認
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
谷
文
晁
は
別
々
の
祖
本
を
用
い
て
、
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
の
写
本
を
二
度
制
作
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　
ま
た
神
林
復
所
の
序
文
で
は
、
鹿
山
の
作
品
に
対
し
て
「
三
写
を
経
る
」
と
あ
る
の
で
、
尾
張
徳
川
家
所
蔵
の
原
本
を
谷
文
晁
が
写
し
、

そ
れ
を
蒲
生
羅
漢
が
写
し
、
更
に
そ
れ
を
鹿
山
が
写
し
た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
鹿
山
の
跋
文
（
跋
文
1
）
で
は
、
谷
文

晁
が
作
っ
た
写
本
を
丁
丑
年
（
一
八
一
七
）
に
蒲
生
羅
漢
が
持
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
鹿
山
が
写
し
た
、
と
も
受
け
取
れ
る
。

　
さ
て
鹿
山
が
制
作
し
た
写
本
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
没
後
、
常
勝
寺
の
快
厳
を
経
由
し
て
神
林
復
所
が
入
手
し
、
天
保
八
年
（
一
八
三

七
）
に
復
所
が
序
文
を
書
し
た
。
復
所
亡
き
あ
と
は
息
子
の
大
須
賀
筠
軒
が
継
承
し
た（

（1
（

。
そ
れ
を
筠
軒
の
友
人
で
、
画
家
で
も
あ
っ
た
松

原
佐
久
が
模
写
し
た
。
そ
の
模
写
に
対
し
て
、
明
治
二
十
年
に
筠
軒
が
跋
文
2
を
加
え
た
。
真
澄
寺
本
は
、
更
に
そ
れ
を
写
し
た
も
の
と

位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
な
お
序
文
と
跋
文
1
は
同
一
の
筆
跡
で
あ
る
が
、
跋
文
2
は
別
筆
で
あ
る
。
た
だ
、
跋
文
1
と
跋
文
2
は
、
同
じ
用
紙
に
連
続
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
跋
文
は
二
人
の
人
物
が
分
担
し
て
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
は
意
図
的
に
筆
跡
を
変
え
て
、
一
人
の
人
物
が
記
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
写
の
年
代
は
、
巻
軸
に
つ
な
が
る
巻
末
の
別
紙
に
「
昭
和
五
年
秋
収
得

　
松
石
」
の
書
き
付
け
が
あ
る
の
で
、
筠
軒

の
跋
文
に
あ
る
明
治
二
十
年
以
降
、
昭
和
五
年
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
上
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

三
　
星
神
図
の
詞
書
と
図
様

　
星
神
図
は
、
五
惑
星
か
ら
始
ま
る
。
順
番
は
歳
星
・
熒
惑
星
・
太
白
星
・
辰
星
・
鎮
星
。
栃
木
県
博
本
は
歳
星
・
太
白
星
・
鎮
星
・
熒

惑
星
・
辰
星
の
順
で
あ
る
。
大
美
本
は
歳
星
・
熒
惑
星
・
鎮
星
・
太
白
星
・
辰
星
の
順
に
挙
げ
て
お
り
、
五
行
説
に
即
し
て
い
る
こ
と
が
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十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

一
一

わ
か
る
。
二
十
八
宿
は
東
・
北
・
西
・
南
の
順
で
、
七
体
ず
つ
星
宿
神
を
列
挙
す
る
。
栃
木
県
博
本
も
同
様
で
あ
る
。
大
美
本
は
北
5
番

の
危
宿
ま
で
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
も
と
は
上
下
二
巻
仕
立
て
で
、
北
6
番
に
相
当
す
る
室
宿
以
下
を
描
い
た
下
巻
は
失
わ
れ
た
と

推
測
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
詞
書
は
篆
書
体
で
記
さ
れ
、
神
の
性
質
、
廟
の
広
さ
、
祀
り
に
用
い
る
道
具
、
供
養
の
飲
食
物
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
以
下
、
詞
書
と

図
様
を
記
述
し
て
い
く
が
、〈

　
〉
内
は
小
文
字
で
記
さ
れ
た
割
注
で
あ
る
。
便
宜
上
、
星
神
に
通
し
番
号
を
振
り
、
詞
書
に
傍
線
を
施

し
た
。
読
め
な
い
文
字
は
□
を
入
れ
た
。
図
は
ま
と
め
て
後
掲
す
る
。

　
歳
星
の
前
に
、
小
ぶ
り
の
文
字
で
「
五
星
及
廿
八
宿
神
形
圖
」
と
記
さ
れ
る
。
大
美
本
で
は
そ
の
下
に
隷
書
に
よ
る
署
名
が
あ
り
、
下

方
の
文
字
は
消
え
か
か
っ
て
い
る
が
、「
奉
義
郎
守
龍
州
別
駕
集
賢
院
待
制
仍
太
史
臣
梁
令
瓚
上
」
と
読
ま
れ
て
い
る（

2
（

。

1
　
歳
星
（
木
星
）

詞
書

　「
歳
星
神
豪
俠
勢
利
立
廟
可
／
於
君
門
祭
用
白
幣
器
用
銀
／
食
上
白
鮮
諱
彩
色
忌
哭

①
泣
／
歳
星
爲
／

②
君
王
」　
①
大
美
本
で
は

「
泣
」
と
「
歳
」
が
転
倒
し
て
い
る
。
②
大
美
本
で
は
行
替
え
し
な
い
。
な
お
栃
木
県
博
本
は
真
澄
寺
本
と
同
様
に
行
替
え
し
、
か
つ

「
君
」
の
文
字
が
他
の
行
よ
り
高
い
位
置
に
記
さ
れ
る
点
も
一
致
し
て
い
る
。

図
様

　
猪
頭
の
動
物
に
乗
る
。
星
神
は
赤
肉
身
で
、
頭
頂
部
を
二
箇
所
剃
髪
し
、
髭
を
伸
ば
す
。
長
袂
衣
を
着
け
、
左
手
を
胸
に
当
て
る
。

動
物
の
体
は
猪
に
し
て
は
細
身
で
足
が
長
い
。
頭
部
を
墨
、
体
部
を
薄
茶
色
で
彩
色
し
、
の
ど
～
腹
の
ラ
イ
ン
を
赤
線
で
描
き
起
こ
す
。

栃
木
県
博
本
は
真
澄
寺
と
同
様
の
人
面
で
あ
る
が
、
大
美
本
で
は
星
神
が
獣
頭
で
あ
る
点
が
相
違
す
る
。

2
　
熒
惑
星
（
火
星
）

詞
書

　「
熒
惑
星
神
食
火
祭
用
血
肉
／
酒
器
用
赤
銅
幣
用
赤
殺
牲
／
發
血
祭
具
戰
器
鼓
舞
然
後
／
祭
之
忌
哭
泣
善
事
熒
惑
嬌
／
暴
公
子
熒

cc21_研報70横.indb   11cc21_研報70横.indb   11 2024/02/20   15:452024/02/20   15:45



新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

一
二

惑
廟
可
致
軍
門
」

図
様

　
薄
茶
色
の
ロ
バ
の
よ
う
な
動
物
に
乗
る
。
星
神
は
馬
頭
人
身
で
、
一
面
六
臂
。
薄
い
橙
色
の
肉
身
で
上
半
身
は
裸
、
下
半
身
に
赤

の
短
裙
を
着
け
る
。
右
手
に
剣
、
右
上
手
に
赤
い
法
輪
、
右
下
手
に
斧
を
持
つ
。
左
手
は
腹
前
で
長
い
槍
を
構
え
、
左
上
手
に
短
刀
、
左

下
手
に
棒
を
持
つ
。

3
　
太
白
星
（
金
星
）

詞
書

　「
太
白
星
神
祭
用
女
樂
器
用
金
／
幣
用
黄
食
用
血
肉
不
殺
牲
亦
／
忌
哭
泣
太
白
廟
女
宮
中
黄
屋
／
飾
皆
黄
仍
被
五
彩
太
白
后
妃
／

也
」

図
様

　
鳳
凰
に
乗
る
。
背
と
翼
の
外
側
は
青
・
緑
で
彩
ら
れ
鮮
や
か
で
あ
る
。
尾
羽
に
は
斑
文
が
あ
る
。
星
神
は
緑
色
の
蓬
髪
で
、
頭
上

に
鶏
頭
を
載
せ
る
。
長
袂
衣
を
ま
と
う
。
顔
・
手
は
肌
色
の
上
に
薄
墨
を
刷
い
て
い
る
よ
う
だ
。

4
　
辰
星
（
水
星
）

詞
書

　「
辰
星
神
功
曹
也
知
天
下
理
文
／
墨
歴
術
典
吏
傳
送
執
天
下
綱
／
紀
辰
星
白
御
也
常
不
離
日
祭
／
用
碧
器
用
碧

①
玉
幣
用
碧
色
祭

／
用
蔬
水
類
〈
魚
／
屬
〉
廟
可
致
於
相
府
／
也
〈
中
書
／
省
是
〉」　
①
「
王
」
と
も
読
め
る
が
、
文
意
か
ら
「
玉
」
と
す
る
。

図
様

　
赤
い
長
袂
衣
と
青
の
裙
を
ま
と
い
、
頭
上
に
猿
頭
を
載
せ
る
。
穏
や
か
で
女
性
的
な
風
貌
。
右
手
に
筆
、
左
手
に
巻
紙
を
持
つ
。

5
　
鎮
星
（
土
星
）

詞
書

　「
鎮
星
神
以
墨
煙
霧
爲
宮
祭
／
用
烏
麻
油
蔬
食
飮
水
幣
用
／
故
黒
器
用
鐡
戒
在
奢
婬
鎮
／
星
是
御
史
宜
水
土
事
立
祠
／
農
疇
水
渚

傍
」

図
様

　
淡
墨
で
暈
取
を
施
し
た
茶
色
の
牛
に
乗
る
。
痩
身
で
、
髪
を
束
ね
髭
を
伸
ば
し
、
バ
ラ
モ
ン
の
修
行
者
を
思
わ
せ
る
。
右
手
は
胸

元
に
挙
げ
、
左
手
は
膝
の
上
に
置
く
。
上
半
身
に
薄
緑
の
条
帛
、
腰
に
赤
の
短
裙
を
着
け
る
。
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一
三

　
鎮
星
の
後
に
「
二
十
八
宿
神
形
圖
」
と
記
し
、
次
の
行
か
ら
角
宿
の
詞
書
を
記
す
。

6
　
角
宿
（
東
1
）

詞
書

　「
角
星
神

①
明
睿
勇
智
受
快
樂
通
／
律
暦
名

芳
弌
名
先
率
〈
姓
熾
振
〉
／

②
祭
用
蘇
蜜
等
物
」　
①
大
美
本
は
「
聰
」、
栃
木
県
博

本
は
「
明
」。
②
大
美
本
に
な
い
。

図
様

　
緑
の
長
袂
衣
を
ま
と
い
、
花
を
敷
き
詰
め
た
上
に
坐
す
。
頭
上
に
髑
髏
を
載
せ
、
両
手
で
蓮
華
ふ
う
の
植
物
を
持
つ
。

7
　
亢
宿
（
東
2
）

詞
書

　「
亢
星
神
性
淳
質
淸
平
通
於
戰
／
陣
名
賢
戰
〈

①
姓
蘇
□
祭
用
／
飯
豆
蘇
等
物
〉」　
①
大
美
本
に
な
い
。
□
の
文
字
は
「
服
」
に

近
い
。

図
様

　
赤
い
長
袂
衣
を
着
る
男
性
立
像
。
頭
上
に
冠
を
戴
き
、
顎
髭
を
伸
ば
す
。
右
手
に
長
い
天
秤
を
持
つ
。

8
　
氐
宿
（
東
3
）

詞
書

　「
氐
星
神
廟
有
九
萬
里
通
／
於
數
紀
之
會
名
枌
評
〈
姓
爲
／
翟
衞
〉
／

①
祭
用
鳥
麻
華
果
」　
①
大
美
本
に
な
い
。

図
様

　
亀
の
よ
う
な
動
物
に
乗
る
。
着
甲
の
武
将
形
、
右
手
に
剣
を
持
つ
。

9
　
房
宿
（
東
4
）

詞
書

　「
房
星
神
性
毒
雄
多
婬
多
子
／
妖
訛
呪
詛
淫
祀
兩
形
與
丈
／
夫
婦
人
更
爲
雌
雄
廟
一
十
／
萬
餘
里
廟
敧
邪
廣
名
含
〈

①
糸
〉
／
姓

爲
管
紀
踐
」　
①
大
美
本
で
は
「
孫
」。

図
様

　
披
髪
の
頭
上
に
白
い
蠍
の
爪
が
覗
く
。
右
手
に
鉾
を
持
ち
、
右
腰
に
矢
筒
を
下
げ
、
左
腰
に
太
刀
を
佩
く
が
、
太
刀
の
形
態
に
崩

れ
が
生
じ
て
い
る
。
膝
丈
の
赤
い
着
衣
の
裾
か
ら
太
い
尾
が
後
方
に
伸
び
る
が
、
着
衣
と
尾
の
関
係
も
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
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一
四

大
美
本
と
異
な
り
、
肌
に
鱗
を
描
か
な
い
。

10
　
心
宿
（
東
5
）

詞
書

　「
心
星
神
性
多
毒
多
婬
多
子
／
妖
訛
呪
詛
淫
祀
兩
形
與
丈
／
夫
婦
人
更
爲
雌
雄
廟
十
萬
／
里
廟
敧
邪
廣
名
招
貴
〈
姓
房
／
館
〉」

図
様

　
房
宿
神
と
よ
く
似
た
姿
で
あ
る
が
、
正
面
を
向
く
点
が
相
違
す
る
。
披
髪
の
頭
上
に
白
い
蠍
の
爪
が
付
く
。
右
手
に
鉾
を
持
ち
、

右
腰
に
矢
筒
を
下
げ
、
左
腰
に
太
刀
を
佩
く
。
膝
丈
の
紺
色
の
着
衣
の
裾
か
ら
、
太
い
尾
が
後
方
に
伸
び
る
。
太
刀
や
尾
の
写
し
崩
れ
は
、

房
宿
と
同
様
で
あ
る
。
大
美
本
と
異
な
り
肌
に
鱗
は
な
い
。

11
　
尾
宿
（
東
6
）

詞
書

　「
尾
星
神
能
刻
衆
神
而
不
受
／
衆
神
刻
名
闓
當
〈
姓
爲
／
張
兕
〉

①
祭
用
／
乳
果
華
艸
等
」　
①
大
美
本
に
な
い
。

図
様

　
水
辺
に
立
つ
赤
い
長
袂
衣
の
男
性
。
冠
を
戴
き
髭
を
伸
ば
す
。
右
手
に
筆
、
左
手
に
弓
と
2
本
の
矢
を
持
つ
。

12
　
風
星
（
東
7

　
星
座
の
名
称
と
し
て
は
箕
宿
の
名
が
用
い
ら
れ
る
が
、
大
美
本
・
栃
木
県
博
本
と
も
に
風
星
と
記
す
。
風
星
は
箕
宿

を
構
成
す
る
四
つ
の
星
の
一
つ
で
あ
る
）

詞
書

　「
風
星
神
吼
如
母
大
蟲
不
／
受
人
制
獨
用
能
害
物
通
／
於
兵
名
士
常
〈
姓
爲
談
注
云
／
土
或
爲
吐
〉」

図
様

　
長
袂
衣
を
ま
と
い
、
馬
に
乗
る
貴
人
男
性
。
馬
の
足
元
に
は
炎
が
燃
え
上
が
る
。
右
手
に
弓
と
矢
2
本
を
持
ち
、
左
手
で
手
綱
を

と
る
。

13
　
斗
宿
（
北
1
）

詞
書

　「
斗
星
神
能
起
伏
陰
陽
其
／
廟
無
定
準
里
數
〈

①
名
狀
瞻
姓
〉
／
②
」　
①
大
美
本
で
は
「
名
狀
□
／
拒
堵
綫
」、
栃
木
県
博
本
で

は
「
名
狀
瞻
姓
／
拒
堵
□
」。
②
栃
木
県
博
本
で
は
三
行
目
に
次
の
文
が
入
る
「
祭
用
蜜
炒
稻
華
」。

図
様

　
バ
ラ
モ
ン
の
修
行
者
風
の
男
性
が
、
小
さ
な
池
の
上
に
立
つ
。
裸
形
で
頭
上
に
小
さ
く
髻
を
結
い
、
髭
を
伸
ば
す
。
腰
に
豹
の
毛
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一
五

皮
を
着
け
る
。
頭
か
ら
火
炎
が
立
ち
昇
る
。
右
手
に
竹
ヒ
ゴ
の
束
の
よ
う
な
も
の
と
赤
い
袋
を
持
ち
、
左
手
に
羂
索
の
よ
う
な
紐
を
下
げ

る
。

14
　
牛
宿
（
北
2
）

詞
書

　「
牛
星
神
善
醫
多
病
受

①
占
／
侯
陰
陽
諂
邪
妄
説
禍
福
／
能
以
諂
辭
扇
動
人
名
略
／
緒
熾
〈
姓
蠲
徐
〉」　
①
大
美
本
に
な
い
。

図
様

　
青
色
の
長
袂
衣
を
ま
と
う
獣
頭
人
身
像
。
頭
部
に
は
2
本
の
長
い
角
が
伸
び
て
お
り
、
山
羊
の
頭
で
あ
ろ
う
か
。
右
手
に
棒
を
持

つ
。

15
　
女
宿
（
北
3
）

詞
書

　「
①
／
多
病
受
占
侯
陰
陽
諂
邪
／
妄
説
禍
福
能
以
諂
辭
扇
／
動
人
廟
廣
五
萬
六
千
里
／
名
爲
色
舒
」　
①
大
美
本
・
栃
木
県
博
本
と

も
に
、
冒
頭
に
次
の
一
行
が
入
る
「
女
星
神
婬
亂
貪
讒
善
醫
」。

図
様

　
薄
桃
色
の
長
袂
衣
を
ま
と
う
獣
頭
人
身
像
。
頭
部
に
は
2
本
の
湾
曲
し
た
角
が
あ
り
、
羊
頭
で
あ
ろ
う
か
。
右
手
は
胸
元
で
掌
を

上
向
け
、
左
手
は
袖
の
中
に
入
れ
る
。

16
　
虚
宿
（
北
4
）

詞
書

　「
虚
星
神
明
歴
術
名
闓
／
陽
〈
姓
名
壁
〉
彊

①
祭
用
瓜
及
／
大
麻
大
豆
蘇
乳
等
物
」　
①
大
美
本
に
な
い
。

図
様

　
下
半
身
が
壺
に
は
ま
っ
た
、
肉
づ
き
の
よ
い
男
性
。
上
半
身
は
裸
形
、
髭
を
伸
ば
す
。
右
手
に
白
杯
、
左
手
に
黒
い
塊
を
持
つ
。

17
　
危
宿
（
北
5
）

詞
書

　「
危
星
神
好
哭
泣
剛
腹
嫉
／
惡
好
亂
好
殺
廟
廣
五
萬
／
六
千
里
名
推
長
〈
姓
呂
賈
生
〉」

図
様

　
虎
面
人
身
像
。
着
甲
し
、
頭
上
に
髑
髏
を
載
せ
る
。
右
手
に
刀
、
左
手
に
斧
を
持
つ
。

18
　
室
宿
（
北
6
）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

一
六

詞
書

　「
營
室
星
神
聲
如
靁
通
於
／
八
卦
綱
變
之
萌
始
名
玄
／
耀
姓
陀
難
邪
尼
祭
用
細
／
切
肉
食
」

図
様

　
水
上
の
小
舟
に
乗
る
女
性
的
な
人
物
。
長
袂
衣
を
ま
と
い
、
頭
上
で
髪
を
束
ね
る
。
右
手
は
胸
元
に
上
げ
、
左
手
は
膝
に
置
く
。

19
　
壁
宿
（
北
7
）

詞
書

　「
壁
星
神
多
妓
樂
性
諂
多
／
詭
詞
好
博
戯
廟
廣
六
萬
／
四
千
里
通
於
刑
徳
之
綱
／
名
膽
工
〈
姓
爲
邢
／
孫
王
〉」

図
様

　
長
袂
衣
を
ま
と
い
双
髻
を
結
う
女
性
的
な
人
物
が
、
小
さ
な
池
の
上
に
立
つ
。
右
手
に
剣
、
左
手
に
鎌
（
鍬
か
）
を
持
つ
。

20
　
奎
宿
（
西
1
）

詞
書

　「
奎
星
神
慘
毒
其
廟
七
萬
／
四
千
名
引
常
〈
姓
均
／
劉
方
〉
祭
用
肉
／
食
等
物
」

図
様

　
獣
頭
人
身
の
立
像
。
頭
部
は
犬
の
よ
う
に
見
え
る
。
着
甲
し
、
右
手
に
剣
を
持
つ
。

21
　
婁
宿
（
西
2
）

詞
書

　「
婁
星
神
敬
好
文
武
術
有
／
君
王
徳
名
反
方
〈
姓
爲

①
幺
／
衡
之
〉」　
①
「
呂
」
の
可
能
性
あ
り
。

図
様

　
白
い
羊
の
よ
う
な
皮
を
頭
に
被
る
男
性
立
像
。
髭
を
伸
ば
す
。
右
手
に
曲
尺
を
持
つ
。
長
袂
衣
の
胸
元
を
紐
で
結
ぶ
。
そ
の
内
側

に
紫
色
の
衣
を
重
ね
る
が
、
下
部
は
裙
に
な
っ
て
お
り
、
着
衣
の
構
造
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

22
　
胃
宿
（
西
3
）

詞
書

　「
胃
星
神
雄
食
血
肉
貪
而
／
且
暴
見
利
忘
義
與
肯
三
／
神
同
廟
通
水
泉
四
瀆
之
／
流
名

①
□
覧
〈
姓
研
之
／
骨
白
〉」　
①
「
樝
」

の
可
能
性
あ
り
。

図
様

　
緑
色
の
褌
を
着
け
る
裸
形
立
像
。
頭
上
に
三
つ
の
髑
髏
を
載
せ
る
。
長
い
蓬
髪
、
髭
を
伸
ば
す
。
肩
に
豹
皮
の
マ
ン
ト
を
羽
織
る
。

右
手
に
鉾
、
左
手
に
斧
を
持
つ
。

23
　
昴
宿
（
西
4
）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

一
七

詞
書

　「
昴
星
神
信
邪
好
亂
諂
諛
／
好
變
其
廟
六
萬
里
通
王
／

①
□
拒
憲
之
明
名
爲
敎
今
／
〈
姓
宋
／
趙
滕
〉」　
①
「
縄
」
の
可
能
性
あ

り
。

図
様

　
牛
頭
人
身
の
立
像
。
赤
い
長
袂
衣
と
蔽
膝
を
着
け
る
が
、
着
衣
の
区
別
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
右
手
に
未
敷
蓮
華
、
左
手
に
黒

い
塊
を
持
つ
。

24
　
畢
宿
（
西
5
）

詞
書

　「
畢
星
神
通
於
哀
數
名
爲
／
扶
胥
〈
姓

①
□
／
兒

②
□
〉
祭
用
鹿
肉
等
／
廟
廣
六
千
里
」　
①
「
傅
」
か
。
②
「
侯
」
か
。

図
様

　
牛
面
獅
子
身
の
獣
に
乗
る
裸
形
の
男
性
。
短
髪
を
逆
立
て
、
赤
い
褌
を
着
け
、
右
手
に
剣
を
持
つ
。
獣
は
顔
面
が
茶
色
、
体
部
は

青
、
獣
毛
は
緑
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

25
　
觜
宿
（
西
6
）

詞
書

　「
觜
星
神
有
詞
筆
其
廟
八
／
萬
里
〈
姓
婆
網
□
／

①
闠
名
爲
質
〉」　
①
字
は
門
構
え
の
中
に
賀
。

図
様

　
赤
い
湧
雲
上
に
正
坐
す
る
女
性
的
な
人
物
像
。
頭
上
に
髑
髏
を
載
せ
、
長
袂
衣
を
ま
と
い
拱
手
す
る
。

26
　
参
宿
（
西
7
）

詞
書

　「
參
星
神
聖
睿
口
柔
心
利
／
天
下
巧
功
無
不
能
者
通
／
於
杓
衡
名
爲
拒
靈
圖
〈
姓
／
爲
／
祖
服
／
鄭
虞
〉」

図
様

　
威
厳
の
あ
る
男
性
立
像
。
淡
紅
色
の
長
袂
衣
を
ま
と
い
、
冠
を
戴
き
、
髭
を
伸
ば
す
。
右
手
に
白
い
箆
状
の
物
を
持
つ
。
笏
で
あ

ろ
う
か
。

27
　
井
宿
（
南
1
）

詞
書

　「
井
星
神
兩
心
翻
覆
多
變
多
／
謀
好
色
好
亂
多
才
難
禁
□
／
姦
僞
之
英
雄
者
也
名
爲
承
／
光
〈
姓
周
史
／
訌
李
朱
〉」

図
様

　
披
髪
の
男
性
立
像
。
淡
紅
色
の
長
袂
衣
を
ま
と
い
、
胸
高
に
裙
を
着
け
る
。
右
手
に
鍬
、
左
手
に
糸
状
の
物
を
輪
に
し
て
持
つ
。
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図
写
本
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吉
田
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一
八

28
　
鬼
宿
（
南
2
）

詞
書

　「
鬼
星
神
沈
靜
多
姦
計
性
／
毒
審
而
且
巧
通
於
四
六
／
節
樞
名
爲
翕
司
扶
〈
姓
爲
□
／
成
進
己
〉」

図
様

　
水
上
に
浮
か
ぶ
女
性
坐
像
。
桃
色
の
長
袂
衣
を
ま
と
う
。
右
手
で
長
茎
の
蓮
華
を
持
ち
、
左
手
で
下
端
を
受
け
る
。

29
　
柳
宿
（
南
3
）

詞
書

　「
柳
星
神
姓
剛
猛
決
斷
伐
／
逆
除
兇
姓
曼
陀
肉
名
利
／
傷
祭
用

①
□
它
肉
」　
①
「
蟒
」
の
可
能
性
あ
り
。

図
様

　
竜
の
背
に
の
る
年
配
の
女
性
。
双
髻
を
結
い
、
赤
い
着
衣
が
後
ろ
に
な
び
く
。
竜
は
背
を
反
ら
せ
、
後
脚
と
尾
を
斜
め
上
方
に
跳

ね
上
げ
る
。

30
　
星
宿
（
南
4
）

詞
書

　「
星
宿
神
樂
情
善
性
自
樂
／
他
寛
柔
口
辯
利
其
廟
六
／
萬
八
千
里
通
於
天
文
地
／
理
名
陳
羽
其
〈
姓
浩
新
／
邴
薪
芋
〉」

図
様

　
両
手
を
開
い
て
立
つ
女
性
的
な
人
物
。
双
髻
が
後
ろ
に
な
び
く
。

31
　
張
宿
（
南
5
）

詞
書

　「
張
星
神
俠

①
气
貢
慠
食
血
肉
／
多
忿
廣
廟
七
萬
里
通
於
權
／
衡
名
爲
緷
舎
詩
一
名
闓
拒
／
舒
〈
姓
爲
司
馬
字
〉」　
①
「
乞
」
の

可
能
性
あ
り
。「
气
」
と
「
乞
」
は
同
字
と
い
う
。

図
様

　
山
中
の
水
辺
に
坐
す
虎
面
人
身
像
。
右
手
に
剣
、
左
手
に
薄
紫
の
桃
型
（
蓮
弁
か
）
を
持
つ
。
裸
形
で
肩
に
虎
皮
の
マ
ン
ト
を
羽

織
り
、
胸
元
で
結
ぶ
、
赤
の
短
裙
を
巻
く
。

32
　
翼
宿
（
南
6
）

詞
書

　「
翼
星
神
高
心
好
殺
俠

①
气
／
貢
慠
廟
有
五
萬
九
千
里
／
通
於
元
精
明
於

②
王
衡
名
／
爲
汁
餘
〈
姓
爲
／
邞
□
〉」　
①
「
乞
」
の
可

能
性
あ
り
。
②
「
玉
」
の
可
能
性
あ
り
。
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

一
九

図
様

　
二
段
の
方
形
基
壇
上
で
、
炎
が
燃
え
る
中
に
立
つ
女
性
像
。
桃
色
の
長
袂
衣
に
蔽
膝
を
着
け
、
右
手
に
赤
い
棒
を
持
つ
。

33
　
軫
宿
（
南
7
）

詞
書

　「
軫
星
神
多
學
多
詞
通
於
／
人
情
名
爲
給
流
〈
姓
于
刃
／

①
幺
郎
〉
祭
／
用
乳
鬻②

及
作
莠
稗
飯
等
」　
①
「
呂
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

②
粥
の
こ
と
。

図
様

　
威
厳
の
あ
る
顔
立
ち
の
老
人
の
立
像
。
赤
い
長
袂
衣
を
ま
と
い
、
冠
を
戴
き
、
長
い
顎
鬚
を
垂
ら
す
。
右
手
は
胸
元
で
小
指
を
立

て
る
。

　
以
上
、
真
澄
寺
本
の
星
神
を
通
覧
し
て
き
た
が
、
真
澄
寺
本
は
少
な
く
と
も
四
回
の
転
写
を
経
て
い
る
た
め
、
崩
れ
が
生
じ
て
判
読
し

が
た
い
文
字
が
あ
っ
た
。
図
様
に
関
し
て
も
、
本
来
の
意
味
を
理
解
せ
ず
に
写
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
見
出
さ
れ
た
。
た
だ
全
体
的
に
は
、

栃
木
県
博
本
と
の
間
に
強
い
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
真
澄
寺
本
と
栃
木
県
博
本
は
五
星
の
順
序
が
相
違
し
、
ま
た
真
澄
寺
本
の
13
斗
宿
・
15
女
宿
に
お
い
て
は
詞
書
の
一
部
に
欠
落
も
生
じ

て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
相
違
点
は
一
部
で
あ
り
、
栃
木
県
博
本
の
祖
本
と
真
澄
寺
本
の
祖
本
で
あ
る
尾
張
徳
川
家
所
蔵
本
は
、
極
め

て
共
通
性
の
高
い
作
品
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
一
方
、
大
美
本
と
比
較
す
る
と
、
1
歳
星
の
頭
部
や
9
房
宿
・
10
心
宿
神
の
肌
な
ど
に
相
違
が
あ
り
、
真
澄
寺
本
の
詞
書
に
あ
る
文
言

が
大
美
本
に
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
差
異
も
わ
ず
か
な
も
の
で
、
全
体
的
に
見
れ
ば
三
者
は
極
め
て
近
し
い
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
〇

関
係
に
あ
る
。
栃
木
県
博
本
や
真
澄
寺
本
は
、
大
美
本
の
失
わ
れ
た
後
半
を
う
か
が
う
上
で
重
要
な
作
品
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
台
北
の
故
宮
博
物
院
に
、
清
朝
十
八
世
紀
の
宮
廷
画
家
で
あ
っ
た
丁
観
鵬
筆
の
五
星
二
十
八
宿
神
図
が
蔵
さ
れ
て
い
る（

2
（

。
画
冊
の

右
半
分
に
篆
書
に
よ
る
詞
書
と
星
神
の
図
を
、
左
半
分
に
詞
書
を
行
書
に
直
し
た
も
の
を
記
し
て
お
り
、
歳
星
〜
危
宿
の
詞
書
と
図
様
は

大
美
本
の
系
統
に
属
し
て
い
る
。
冒
頭
に
梁
令
瓚
上
の
一
文
が
あ
る
の
も
、
大
美
本
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
星
神
の
描
法
に
は
、
西
洋
画

の
陰
影
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
室
宿
以
下
は
、
お
お
む
ね
栃
木
県
博
本
・
真
澄
寺
本
と
同
系
統
の
図
様
を
用
い
る
が
、
一
部
に
相

違
も
見
出
さ
れ
る
。
一
方
、
詞
書
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
仏
教
的
な
用
語
が
注
意
を
引
く
。

　
蛇
足
な
が
ら
、
明
末
の
墨
譜
『
程
氏
墨
苑
』
に
も
二
十
八
宿
神
の
意
匠
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

2
（

。
墨
の
意
匠
を
版
画
で
示
し
た
図
で
あ
る

た
め
、
だ
い
ぶ
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
図
様
は
栃
木
県
博
本
・
真
澄
寺
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
古
代
の
奇
怪
神

の
人
気
の
ほ
ど
が
し
の
ば
れ
る
。
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考
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中
央
公
論
美
術

出
版

　
昭
和
六
十
一
年

　
に
再
録
）

2
　「
梁

　
張
僧
繇
・
五
星
二
十
八
宿
神
形
圖
巻
」
原
田
謹
次
郎
編
『
爽
籟
館
欣
賞

　
第
二
輯
解
説

　
乾
』
博
文
堂

　
昭
和
十
四
年

3
　
矢
代
幸
雄
「
五
星
二
十
八
宿
神
形
圖
巻
」『
美
術
研
究
』
一
三
九
号

　
昭
和
二
十
一
年
十
一
月

4
　
武
田
和
昭
「
第
八
章

　
中
国
成
立
の
五
星
二
十
八
宿
像
─
大
阪
市
立
美
術
館
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
」『
星
曼
荼
羅
の
研
究
』
法
蔵
館

　
一
九
九
五

年

5
　「
一
三
六
～
一
四
三
　
梁
令
瓚
　
五
星
二
十
八
宿
神
形
圖
巻
」『
中
国
美
術
分
類
全
集
　
中
国
絵
画
全
集
1
戦
国
─
唐
』
文
物
出
版
社
・
浙
江
人
民
美

術
出
版
社
　
一
九
九
七
年
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
一

6
　
鈴
木
か
お
る
「
資
料
紹
介

　
谷
文
晁
筆
「
五
星
及
廿
八
宿
神
形
圖
巻
」」『
栃
木
県
立
博
物
館

　
研
究
紀
要

　
人
文
』
二
〇
号

　
二
〇
〇
三
年
三
月

7
　『
道
教
の
美
術
』
図
録

　
読
売
新
聞
大
阪
本
社
・
大
阪
市
立
美
術
館

　
二
〇
〇
九
年

8
　
深
沢
麻
亜
沙
「
木
村
斐
か
ら
小
泉
斐
（
檀
山
）
へ
─
「
五
星
及
廿
八
宿
神
形
図
」
と
新
出
作
品
を
も
と
に
」『
栃
木
県
立
博
物
館

　
研
究
紀
要

　
人

文
』
三
八
号

　
二
〇
二
一
年
三
月

〔
倉
谷
鹿
山
関
連
〕

9
　『
復
刻
版

　
田
村
郡
郷
土
史
』
臨
川
書
店

　
昭
和
六
十
三
年
（
初
版
は
明
治
三
十
七
年
）
一
九
二
～
一
九
四
頁

10
　「
倉
谷
鹿
山
先
生
」『
書
畫
月
報
』
一
号
四
巻

　
明
治
四
十
四
年
七
月
十
五
日

11
　
大
須
賀
筠
軒
「
倉
谷
鹿
山
傳
」『
書
畫
月
報
』
一
号
四
巻

　
明
治
四
十
四
年
七
月
十
五
日

12
　
鎌
田
悌
次
郎
編
『
倉
谷
鹿
山
先
生
之
記

　
附

　
平
野
金
華
先
生
之
記

　
大
内
熊
耳
先
生
之
記
』
鹿
山
先
生
百
年
祭
記
念
会
事
務
所

　
昭
和
七
年

（『
田
村
郡
郷
土
史
』『
書
畫
月
報
』
所
載
の
伝
記
お
よ
び
墓
誌
な
ど
も
収
録
）

13
　『
三
春
町
史
2

　
近
世
（
通
史
編
2
）』
三
春
町

　
昭
和
五
十
九
年

　
八
二
一
～
八
二
二
、
八
七
〇
～
八
七
一
頁

〔
神
林
復
所
・
大
須
賀
筠
軒
関
連
〕

14
　『
い
わ
き
市
史

　
第
6
巻

　
文
化
』
一
九
七
七
年

15
　『
大
須
賀
筠
軒
』
大
須
賀
筠
軒
詩
碑
建
立
会

　
昭
和
六
十
二
年

16
　「

9
　
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
」「
10

　
美
術
漫
評
」『
い
わ
き
史
料
集
成

　
第
一
冊
』
い
わ
き
史
料
集
成
刊
行
委
員
会

　
昭
和
六
十
二
年
（『
美
術
展

覧
会
出
品
目
録
』
は
明
治
十
九
年
初
版
、『
美
術
漫
評
』
は
明
治
三
十
三
年
初
版
）

17
　
坂
本
和
也
「
大
須
賀
筠
軒
ノ
ー
ト
─
明
治
十
九
年
の
美
術
展
覧
会
」『
い
わ
き
地
方
史
研
究
』
四
五
号

　
二
〇
〇
四
年
九
月

18
　
大
須
賀
筠
軒
著
・
夏
井
芳
徳
校
訂
『
い
わ
き
新
書
1

　
磐
城
技
藝
家
小
伝
』
纂
修
堂

　
二
〇
〇
九
年

19
　『
大
須
賀
筠
軒
と
そ
の
時
代
展
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
い
わ
き
市
勿
来
関
文
学
歴
史
館

　
令
和
三
年

20
　『
い
わ
き
を
彩
る
儒
学
者
展
』
図
録

　
艮
斎
先
生
に
学
ぶ
会
（
安
積
艮
斎
記
念
館
）　
令
和
四
年

註（
1
）　
矢
野
道
雄
『
占
星
術
師
た
ち
の
イ
ン
ド
』
中
央
公
論
社
　
一
九
九
二
年
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
二

（
2
）　
こ
れ
ら
諸
書
の
記
事
に
関
し
て
は
、
参
考
文
献
2
・
3
に
詳
し
い
。

（
3
）　
本
図
に
関
し
て
は
、
参
考
文
献
2
・
3
・
4
・
5
等
を
参
照
。

（
4
）　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
、
仇
英
筆
と
さ
れ
る
五
星
二
十
八
宿
図
が
あ
る
。
巻
子
状
の
画
面
の
下
方
に
小
さ
く
星
神
を
列
挙
し
、
末
尾
に
五
獄

真
景
図
を
加
え
て
い
る
。T

aoism
 and the arts of China, 2000, T

he A
rt Institute of Chicago

（
5
）　
小
泉
斐
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）、
下
野
国
益
子
の
鹿
島
神
社
神
職
で
あ
っ
た
木
村
家
に
生
ま
れ
た
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
～
享
和
元
年

（
一
八
〇
一
）
の
頃
、
下
野
国
那
須
の
大
宮
温
泉
神
社
の
神
官
小
泉
家
に
養
子
に
入
る
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
下
野
羽
黒
藩
の
鎮
国
神
社
の
宮

司
と
な
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
没
。
小
泉
斐
の
伝
記
お
よ
び
寛
政
八
年
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
の
制
作
に
関
し
て
は
、
参
考
文
献
8
を
参

照
し
た
。

（
6
）　
栃
木
県
博
本
に
関
し
て
は
、
参
考
文
献
6
に
詳
し
い
。

（
7
）　
参
考
文
献
8
に
よ
る
。

（
8
）　
最
末
尾
に
は
「
昭
和
五
年
秋
収
得

　
松
石
」
と
読
め
る
記
入
が
あ
る
。

（
9
）　
羅
漢
山
人
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。『
文
晁
門
人

　
蒲
生
羅
漢
』
図
録

　
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館

　
二
〇
一
七
年

（
10
）　
参
考
文
献
9
・
10
・
11
・
12
・
13

（
11
）　
神
林
復
所
に
関
し
て
は
、
参
考
文
献
14
・
19
・
20
を
参
照
。

（
12
）　
大
須
賀
筠
軒
の
伝
記
は
、
参
考
文
献
14
（
四
四
九
頁
）・
15
・
19
・
20
を
参
照
。

（
13
）　
参
考
文
献
16
・
17
参
照

（
14
）　
参
考
文
献
18
参
照

（
15
）　
参
考
文
献
14
の
四
四
八
～
四
四
九
頁

（
16
）　
参
考
文
献
16
の
二
一
八
～
二
一
九
頁

（
17
）　
参
考
文
献
11

（
18
）　
筠
軒
は
鹿
山
模
写
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
を
、
明
治
十
九
年
に
長
春
館
で
開
催
し
た
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
て
い
る
。
出
品
目
録
の
出
品
者
・

大
須
賀
次
郎
（
筠
軒
）
の
項
に
、「
五
星
廿
八
宿
神
形
圖
　
唐
閻
立
本
原
本
／
倉
谷
鹿
山
手
模
　
一
巻
」
と
あ
る
（
参
考
文
献
16
　
一
四
三
頁
）。
筠

軒
は
そ
の
後
『
美
術
漫
評
』
に
作
品
解
説
を
執
筆
し
た
（
参
考
文
献
16

　
二
一
八
～
二
一
九
頁
）。
そ
こ
で
は
、
明
代
の
書
画
録
『
鐡
網
珊
瑚
』
の
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
三

記
事
を
参
照
し
て
、
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
と
い
え
ば
唐
の
梁
令
纘
の
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
閻
立
本
も
五
星
像
な
ど
を
描
い
て
お
り
、
二
人

と
も
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
を
描
い
た
の
だ
、
と
結
論
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
展
覧
会
以
降
の
鹿
山
模
写
本
と
、
松
原
佐
久
模
写
本
の
行
方
は
突

き
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
19
）　
参
考
文
献
3
に
よ
る
。

（
20
）　
参
考
文
献
2
に
よ
る
。

（
21
）　
台
北
・
故
宮
博
物
院
本
に
関
し
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の
吉
田
恵
理
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
詞
書
の
翻
刻
に
も
ご
助
力
を
い
た
だ

い
た
。
な
お
『
秘
殿
珠
林
』
巻
十
八
に
収
録
さ
れ
た
乾
清
宮
の
所
蔵
品
リ
ス
ト
の
中
に
「
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
一
冊
」
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は

張
僧
繇
筆
の
画
冊
で
、
五
星
お
よ
び
角
宿
〜
危
宿
の
図
が
残
存
し
て
い
た
た
め
、
乾
隆
帝
が
画
院
に
命
じ
て
室
宿
以
下
を
補
い
、
左
幅
に
釈
文
を
書

か
せ
た
と
い
う
。
故
宮
博
物
院
本
は
、
更
に
そ
れ
を
丁
観
鵬
に
命
じ
て
模
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
22
）　
程
君
房
が
制
作
し
た
墨
の
意
匠
を
掲
載
す
る
カ
タ
ロ
グ
。
い
く
つ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
が
、『
中
国
古
代
版
画
叢
刊
2
』（
上
海
古
籍
出
版
社

　

一
九
九
四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。

謝
辞

　
貴
重
な
所
蔵
品
の
調
査
と
写
真
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
真
如
苑
真
澄
寺
と
半
蔵
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
皆
さ
ま
に
、
深
く
謝
意
を
表
し
ま

す
。
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
四

1～33　五星二十八宿神形図　真如苑真澄寺　紙本著色
（　）内は各星神が描かれている用紙の長さ

1　歳星（41.3 cm）2　熒惑星（40.3 cm）

3　太白星（48.3 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
五

4　辰星（35.1 cm）5　鎮星（39.2 cm）

6　角宿（29.2 cm）7　亢宿（24.3 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
六

8　氐宿（37.6 cm）9　房宿（30.0 cm）

10　心宿（27.5 cm）11　尾宿（36.4 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
七

12　風星（40.8 cm）13　斗宿（27.9 cm）

14　牛宿（33.2 cm）15　女宿（28.4 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
八

16　虚宿（24.6 cm）17　危宿（23.7 cm）

18　室宿（39.6 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

二
九

19　壁宿（33.0 cm）20　奎宿（23.4 cm）

21　婁宿（24.5 cm）22　胃宿（33.7 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

三
〇

23　昴宿（30.0 cm）24　畢宿（34.8 cm）

25　觜宿（22.5 cm）26　参宿（24.9 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

三
一

27　井宿（23.3 cm）28　鬼宿（32.8 cm）

29　柳宿（40.9 cm）
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新
出
の
五
星
二
十
八
宿
神
形
図
写
本
（
吉
田
）�

三
二

30　星宿（27.1 cm）31　張宿（33.8 cm）

32　翼宿（38.8 cm）33　軫宿（26.6 cm）
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